




要約:神奈川県先天異常モニタリングプログラム(KAMP)での観察児数は年間 4 万～4.5 万

人と安定した推移を示したが、1995～1996 年は漸減した。奇形発生頻度は 1%前後で推移

したが、1990 年以降は漸減傾向を示している。個々の奇形発生に統計的有意な変動は一

部の奇形を除いて認められず、新しい強力な催奇形因子の生活環境への導入はなかったと

推定できる。無脳症、水頭症、脳瘤等の中枢神経系奇形は激減しているが、これは画像診

断の進歩・普及によるものと思われる。近年多胎出生頻度の顕著な増加傾向がみられるが、

生殖補助医療の進歩普及によることが示唆された。多胎児にみられる奇形の特性を検討し

た。


